
　
日
本
の
近
代
水
道
の
歴
史
は
、
1
8
8
7

年
の
横
浜
市
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、

当
時
の
長
崎
市
や
東
京
市
な
ど
、
港
湾
都
市

を
中
心
に
水
道
は
普
及
し
て
い
っ
た
。

　
全
国
津
々
浦
々
、
蛇
口
を
開
け
ば
24
時
間

３
６
５
日
、
安
全
な
水
を
利
用
で
き
る
〝
国

民
皆
水
道
〞
の
達
成
は
、
そ
れ
か
ら
約
90
年

後
の
１
９
７
０
年
代
後
半
の
こ
と
。
そ
の
実

現
を
支
え
た
公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会

は
、
日
本
の
経
験
を
生
か
し
、
開
発
途
上
国

の
上
水
道
事
情
の
改
善
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。

　
１
９
０
４
年
設
立
の
日
本
水
道
協
会
（
当

時
は
上
水
協
議
会
）
は
、
全
国
各
地
の
自
治

体
の
水
道
事
業
体
が
集
ま
っ
た
組
織
だ
。「
地

元
に
ど
の
よ
う
な
水
源
が
あ
る
か
、
財
政
状

況
や
人
口
規
模
は
ど
う
か
な
ど
、
水
道
事
業

に
は
地
域
の
特
徴
が
強
く
影
響
し
ま
す
。
条

件
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
全
国
ど
こ
で
も
安

全
な
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
各
地
の
水
道

関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
持
ち
寄
っ

て
、
問
題
を
解
決
し
て
き
た
の
で
す
」。
そ

う
語
る
の
は
、
同
協
会
研
修
国
際
部
国
際
課

シ
ニ
ア
国
際
専
門
監
の
三
竹
育
男
さ
ん
だ
。

　
そ
ん
な
水
道
界
の
伝
統
が
築
い
て
き
た
日

本
の
水
道
の
強
み
は
何
か
。
三
竹
さ
ん
は
、

「
水
が
絶
え
ず
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
水

質
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
に
加
え
て
、
効
率
的
な
事
業
運
営
と
受
益

者
負
担
の
考
え
方
の
定
着
に
よ
り
、
経
済
性

の
高
い
事
業
運
営
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
で

す
」
と
説
明
す
る
。

　
一
方
、
世
界
で
は
今
な
お
、
限
ら
れ
た
時

間
し
か
水
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
水
質
汚
染

に
悩
ま
さ
れ
た
り
し
て
い
る
地
域
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
安
心
・
安
全
な
水
が
、い
つ
し
か〝
当

た
り
前
〞
と
な
っ
た
私
た
ち
の
生
活
は
、
極

め
て
恵
ま
れ
た
も
の
な
の
だ
。

　
日
本
水
道
協
会
は
、
日
本
が
培
っ
て
き
た

水
道
の
知
恵
を
生
か
し
、
１
９
６
８
年
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
て
途
上
国
の
上
水
道
技

術
者
を
受
け
入
れ
て
研
修
を
実
施
し
て
き

た
。
ア
ジ
ア
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
世

界
中
か
ら
受
け
入
れ
た
研
修
員
の
数
は
延
べ

５
９
７
人
に
上
る
。

　
こ
れ
ま
で
途
上
国
で
は
、
日
本
や
国
際
機

関
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
、
浄
水
場
な
ど
の

施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
先
に
求
め

ら
れ
る
支
援
と
し
て
、
三
竹
さ
ん
は
、「
市

民
に
安
定
的
に
水
を
届
け
る
に
は
、
水
道
管

を
引
い
て
効
率
良
く
配
水
す
る
技
術
や
、
施

設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、

利
用
者
か
ら
き
ち
ん
と
使
用
料
金
を
徴
収

し
、
財
政
面
で
事
業
の
継
続
性
を
担
保
す
る

こ
と
も
不
可
欠
で
す
」
と
、
水
道
技
術
者
の

能
力
強
化
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
の
協
力
の

大
切
さ
を
強
調
す
る
。

　
日
本
水
道
協
会
が
実
施
す
る
研
修
の
目
的

は
、〝
水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
〞、
全
て
に
対
応

す
る
水
道
技
術
を
伝
え
る
こ
と
。
約
半
世
紀

に
わ
た
り
、
毎
年
15
人
程
度
の
途
上
国
の
水

道
技
術
者
を
２
〜
３
カ
月
間
、
受
け
入
れ
て

き
た
。

　「
研
修
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
、
パ
ソ
コ
ン

も
な
い
時
代
で
、
講
義
や
施
設
見
学
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。
で
も
、
よ
り
実
践
的
な
内
容

を
学
び
た
い
と
い
う
研
修
員
の
声
も
あ
り
、

20
年
く
ら
い
前
か
ら
演
習
中
心
の
研
修
に
転

換
し
た
の
で
す
」。
同
協
会
研
修
国
際
部
次

長
の
富
岡
透
さ
ん
は
そ
う
振
り
返
る
。

　
演
習
は
、
あ
る
地
理
的
条
件
で
10
万
人
規

模
の
都
市
に
給
水
す
る
と
い
う
想
定
の
下
、

途
上
国
の
水
道
の
未
来
を
見
据
え

二
人
三
脚
で
歩
み
続
け
る

各
地
の
知
恵
を
持
ち
寄
る

日
本
の
水
道
界
の
経
験
を
世
界
に

一
人
一
人
の
研
修
員
が
地
図
を
も
と
に
水
源

か
ら
の
水
の
引
き
方
を
考
え
、
浄
水
場
を
設

計
し
て
図
面
に
起
こ
す
と
い
う
本
番
さ
な
が

ら
の
内
容
だ
。
研
修
員
二
人
に
つ
き
、
一
人

の
自
治
体
水
道
技
術
者
が
講
師
と
し
て
張
り

付
き
、
手
厚
い
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
長
年
、
指
導
を
担
当
し
て
き
た
富
岡
さ
ん

は
、「
昨
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た

水
に
関
す
る
国
際
会
議
で
、
35
年
く
ら
い
前

の
研
修
卒
業
生
に
再
会
し
た
ん
で
す
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
人
の
彼
は
、
水
分
野
の
専
門
家
と

し
て
、
国
際
会
議
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
に
な

っ
て
い
ま
し
た
」
と
目
を
細
め
る
。

　
同
協
会
は
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
に
加
え

て
、
会
員
の
自
治
体
水
道
関
係
者
や
そ
の
退

職
者
か
ら
、
途
上
国
の
現
場
で
の
指
導
を
志

願
す
る
人
材
を
募
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
専
門
家
を
派
遣
し
て
き
た
。
92
年
に

始
ま
っ
た
こ
の
「
水
道
シ
ニ
ア
国
際
協
力
専

門
家
登
録
制
度
」
を
通
じ
て
、
現
地
の
水
道

技
術
者
ら
と
共
に
汗
を
流
し
て
き
た
の
だ
。

　「
日
本
で
は
、
水
道
と
は
各
自
治
体
が
地

元
の
た
め
に
行
う
公
営
事
業
で
す
。
そ
の
特

性
上
、
国
際
的
な
事
業
に
対
す
る
理
解
は
、

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
で
も
、
途
上

国
で
は
施
設
建
設
な
ど
、
現
在
の
日
本
で
は

経
験
す
る
機
会
の
少
な
い
現
場
も
体
験
で
き

ま
す
。
結
果
的
に
、
協
力
は
日
本
の
人
材
育

成
に
も
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
富
岡
さ

ん
は
話
す
。

　
長
年
、
途
上
国
の
水
道
普
及
に
貢
献
し
て

き
た
日
本
水
道
協
会
。
安
全
な
水
の
供
給
と

い
う
目
標
の
下
に
結
束
す
る
〝
水
道
一
家
〞

は
、
着
実
に
世
界
に
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

世界に水道を―情熱が紡いだ半世紀
いつでもどこでも安全でおいしい水を――。
国内各地の水道技術を結集することで、

その実現を支え続けてきた公益社団法人日本水道協会は、
1968年から開発途上国の水道普及にも協力を続けている。

日本水道協会公益社団法人

み  

た
け

と
お
る 1978年当時の研修員と富

岡さん（後列右端）。研修員
の出身地域はアジアや中
南米から、近年はアフリカ
地域へと変わりつつある

東京都水道局で漏水探査実習を行う研修員ら 

研修修了時に、ルワンダの
研修員から記念品を手渡さ
れた富岡さん（左）。「研修
は、私たちにとっても彼らの
母国について理解を深める
場となっています」と話す

研修の一環として高崎市の緩速ろ過浄水場を訪れた。それぞれ異なる国から参
加する研修員らに合わせ、いろいろなタイプの施設を見学する

ラオスの水道公社の能力強化のプロジェクトのため、日本人専門家が派遣された
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